
県立沖縄高等養護学校への米軍装甲車無断侵入に対する抗議決議 
 
７月１８日午後５時前、本市在の県立沖縄高等養護学校に米軍装甲車が無断

で侵入し、同校陸上部の生徒が練習で走っているコース上でＵターンを行って

いたことが１９日に明らかになった。 
安全であるべき学校敷地内に装甲車で無断侵入するという米軍の行動は、常

識では到底考えられない非常識の極みであり、人権を無視したものと言わざる

を得ない。一歩間違えば養護学校の生徒たちの命に関わる重大な問題であり、

米兵の傍若無人な行為には強い憤りを覚える。 
米軍は、海兵隊が誤って学校に侵入したことを認めているが、どの部隊がど

こからどこに向かっていたのかということの経緯については「運用上の理由」

ということで回答を避けている。しかし、米軍装甲車が学校施設に無断侵入す

るという事態は、日米地位協定違反であることは明白である。今回の米軍の無

謀な行動が、生徒らの恐怖感をあおり、不安を与えたことは、われわれ県民に

対する人命軽視の表れであり、県民感情を無視した行動は、断じて容認できる

ものではない。 
よって、うるま市議会は県民や市民の生命・財産、平穏な生活環境を守る立

場から県立沖縄高等養護学校への米軍装甲車無断侵入に対し厳重に抗議すると

ともに、かかる事件の詳細を県民に明らかにすることと再発防止の徹底につい

て強く要求する。 
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